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Ｉ　 はじめに
社会科で習得がめざされる知識の種類の１つに概念
がある。 ひとことで概念といっても，それには，われ
われが日常使用している常識的な概念から，より体系
的で説明力の大きい科学的な概念まである。これまで
社会科で習得がめざされてきたのは後者，つまり，特
定の社会事象に関する広範な情報を詳細かつ精緻に規
定することが可能であり，多くの同種の社会事象を規
定することが可能な概念であったl）。
このような概念の形成をめざして，これまでいくつ
かの授業 が開発されてきた2）。しかしながら， そこで
は，科学的な概念の習得が強調されるあまり，それが
社会事象を記述し分析するための手段であることが看
過されがちであった。つまり，それらの授業では，概
念の習得が自己目的化してしまい，概念を使用して社
会の事実を記述し分析する思考の方法や技能の育成は
欠落しがちであった。
たしかに，概念形成を行う社会科授業で思考や技能
の育成が全くなされなかったわけではない。しかし，
思考や技能の育成がなされる場合でも，それは，科学
的な概念の創造，吟味，修正といった概念の習得ある
いは概念の成長にかかわるものに限定されていた。つ
まり，そこで思考や技能は，概念の習得あるいは概念
の成長のための手段としてのみとらえられていた。
本小論では，概念の習得（成長）だけでなく，社会
の事実を記述し分析する思考の方法や技能をも育成す
る社会科授業 の構成方法と教授方略の解明をめざして，
ジョージ・メイソン大学のB.  K. ベイヤーの所論－
なかでも, 1970 年代（カーネギー・メロン大学時代）
の所論（①， ②，③）一を検討する。
ベイヤーの所論を取り上げるのは，彼がアメリカの
社会科教育研究者のなかでも最も集中的かつ継続的に
思考や技能の育成に関する研究をすすめているからで
ある。また，彼の所論のなかでも特に1970年代のもの
を取り上げるのは，それが概念形成を行う社会科授業
における思考 や技能－なかでも，とりわけ社会の事実
を記述し分析する思考の方法や技能－の育成について
最も明示的に論じているからである3）。
なお，この時期のベイヤーの所論に関してはいくっ
かの先行研究があるがＯ，いずれも知識 の習得（成長）
にかかわる思考の育成という視点からの教授方略の分
析にとどまっている。 IIで詳述するように，その一因
は，ベイヤ¬が，社会科における概念形成の意義や概
念選択の基準について論じている部分では，概念の使
用という側面を強調しているにもかかわらず，概念の
形成方法について論じている部分では， それにほとん
どふれていないことにある。
したがって，本小論では，ベイヤーが概念形成の意
義や概念選択の基準について論じている部分から，彼
が概念の使用をどのように考えているかを引き出し，
それに基づいて彼の提起している授業構成の方法およ
び教授方略を再構成する。
ｎ　 社会科における概念形成
１，社会科における概念形成の意義
なぜ社会科で概念形成を行うべきか。
ベイヤーは，概念は，名辞，属性，属性間および属
性と全体との関係（概念の構造）から成り立っている
という（②, pp.  8 －10）。
例えば「役割」概念は，『役割』という名辞，「一連
の専門的な資格」「役割が獲得される手続き」「その役
割を特徴づける様々な行動」「その役割を担う誰 かあ
るいは何かに期待される行動の基準」といった属性か
ら成り立っている（③, pp.173 － 174)。 そして， そ
れらの４つの属性の間には，「役割を特徴づける様々
な行動」が「期待される行動の基準」によって規定さ
れる一方で，逆に「行動」によって「行動の基準」が
変更されるといった相互作用の関係がある。
彼は，このような構成要素からなる概念は学習にお
いて少なくとも次の３つの機能を果たすという･（③，
pp.180 ―181)。
第１に，概念の属性は，新しい経験やデータに投げ
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かけることができる問いを生 み出す。例えば，「役割」
概念が上述したような属性から成ることを知れば，そ
れを使用して，社会における様々な役割を分析する次
のような一連の問いを生み出すことができる。
（1） その役割を担うための資格は何か？
（2） どんな手続きによってその役割は獲得されるか？
（3） どんな種類 の行動がその役割を特徴づけている
か？
（4） それらの役割を担うものに期待される行動の基
準は何か？どのようにしてそれらの基準は生 みだ
され，形づ くられ，強化されるか？
このように，概念の属性は，社会の事実を記述し分析
する出発点となる問いを生 み出す機能を もつ。
第２に，概念の属性は，社会の事実に対して上述し
たような問いを投げかけることによって得られた情報
を整理するためのフックを提供する。そして，われわ
れは情報を概念の構造（属性め関連性）に即して組織
化することによって，その情報に意味を与えることが
できる。つまり，概念の属性および属性の関連性は，
社会の事実に関する情報を組織化し，それに意味を与
える機能をもつ。
また，このように概念が情報を組織化しそれに意味
を与える機能をもつことは，われわれがその情報をよ
洵 長く記愴にとどめておくことを可能にする。つまり，
概念の第３の機能は，それがいわば情報の有用な貯蔵
庫－「個人的図書館」－として役に立つことである。
これらの３点 の他にも，ベイヤーは「一般化の構成
要素として役立つ」「他者とのコミュニケーショ ンお
よび行動を促進する」といった概念の機能を指摘して
いるが（③, p.  189), 彼が強調しているのは上述した
ような社会の事実を記述し分析する道具としての概念
の機能である。
このように， ベイヤーは，社会科で概念形成を行う
主たる意義を，概念が社会の事実を記述・分析する有
用な道具となることにもとめている。
２，社会科における概念選択の基準
どんな概念を社会科で形成すべきか。また，その選
択の基準は何か。
ベイヤーは，社会科で形成すべき概念を選択し分類
する試みとして，これまで次のようなアプローチがと
られてきたという（①, pp.116 ―117, ③, p.212) 。
（1） 社会諸科学の区分に基づいて概念を選択し分類
するアプローチ
（2） 社会諸科学の区分とは無関係に「実質的な内容
をもった観念」「観念を取り扱う方法」「価値」と
いったカテゴリーを設定し，概念を選択し分類す
るアプローチ
（3） 理性ある市民的資質 の育成という社会科の目的
に基づいて概念を選択し分類するアプローチ
しかしながらベイヤーは，これらのアプローチは，
概念の選択や分類のための有効な基準を提供していな
いという（①, p.117) 。そして，彼は，概念を選択し
分類するより生産的なアプローチは，フェントンによっ
て提唱された，社会の事実を分析する上で概念が果た
す役割に着目するものであるという（①，ｐ.117）。
フェントンのアプローチを援用して，ベイヤーは，
次のような概念を選択し分類する基準を設定する（③，
pp.212-213) 。
（1） 広範な情報を含んでいるが，それゆえに社会を
分析する上ではあまり有用でない多学問的概念
（2） 社会を特定の方向から分析するのに有用な分析
的概念
（3） 社会をより限定的に記述し，分析的概念の基礎
として役に立つ小概念（ミクロコンセプト）
この選択および分類の基準に基づいて，ベイヤーは
社会科で形成すべき概念を表－１のように示している
（③, p.213) 。そして，幼稚園および小学校段階では
小概念が，中学校段階では小概念に加えて分析的概念
が，高等学校段階では多学問的概念がそれぞれ形成さ
れるべきである，としている（③, p.214) 。
このような基準の他にも，ベイヤーは，「概念の適
用範囲の広さ」「社会諸科学における概念の属性 の確
定度」といった概念を選択し分類する基準をあげてい
るが（③, p.214), 彼が強調しているのは，社会の事
実を記述し分析する道具としての概念の有用性の程度
である。
３．社会科における概念形成の方法
社会科でどのように概念を形成すればよいか。
ベイヤーは，社会科における概念の形成 は，次のよ
うな「探求の過程」をふまえてなされるべきである，
という（③, pp.  192-193) 。
（1） 問題や疑問を明確化する。
（2） 仮説あるいは選択肢を設定する。
（3） 仮説あるいは選択肢を吟味する。
く4） 結論を出す。
（5） 結論を新しいデータへ応用し，一般化する。
そして，彼は，このような「探求の過程」をふまえ
た概念形成は次のような過程をとるという （③. pp-
192-195) 。
｡（1） 名辞，定義，あるいは（その概念によって規定
される）事実の事例によって，これから形成され
る概念を確定する。
（2） その概念の仮説的イメ －ージを（定義から）演繹
的にあるいは（経験から）帰納的に導出する。
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表－１　社会科で形成すべき概念
１
小概念(ミクロコンセプト)
経済学
価格， コスト，貨 幣
生産者，消費者，
製品， サーヴィス，
交換
希 少 性 ，
生 産
変 化 ，
制 度 ，
体 制 ，
正 義
市 場 ， 分 配 ，
II
分析的概念
Ⅲ
多 学問的概念
（3） 概念の仮説的イメージをその概念の正事例／負
事例に応用する。
（4） 概念のイメージを修正する。
（5） 概念のイメージを新たな正事例／負事例に応用
し， イメ ージを修正する。
なぜこのような過程をふまえて概念は形成されるべ
きなのか。
ベイヤーは，概念は次のような性質をもった知識で
ある，という（③, pp.  177-179)o
第１に，概念は，発見されることをまっている存在
ではなく，類似の特徴をもつと信じる諸経験から共通
の要素を抽象することによって得られるもの，つまり，
つくられるものである。
第２に，概念は，第１の特徴に暗示されるように，
経験から生み出され成長するものである。
第３に，概念は，経験が一人一人で異なる以上，き
わめて個人的なものである。
第４に，概念は，新しい経験をもつことによって時
間をかけて成長するものである。
第５に，概念はあくまでも仮説的なものであり，決
して最終的に真なるものではない。
このように，概念が「つくられるもの」であり「決
して最終的に真なるものではない」以上，概念の形成
過程ではその妥当性が吟味し続けられねばならない。
また，概念が「個人」の「経験から生 み出され」「新
しい経験をもつことによって」「成長 する」 ものであ
る以上，概念の形成過程においてそれは経験と結びつ
けられねばならない。
上述した概念形成過程では，概念は常に仮説として
提示され，その妥当性が不断に吟味される。 また，そ
こで仮説の設定，応用，修正は経験に即して行われる。
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複合的因果関係
つまり，「探求の過程」をふまえた概念形成過程は，
概念を形成する上でみたされるべき２つの要件－「妥
当性の吟味」「経験との接続」－を みたすことを保証
するものであるＯしたがって，概念形成 は「探求の過
程」をふまえてなされるぺきなのである。
４．教授方略解釈の視点
ベイヤーは，社会科における概念形成の意義を，概
念が社会の事実を記述し分析する有用な道具となるこ
とにもとめていた。つまり，概念は，社会の事実を記
述し分析する問いの源泉として，また，社会の事実に
関する情報を組織化し意味を与える枠組として使用で
きる。
また，彼は，社会科における概念選択の基準を，社
会の事実を記述し分析する道具としての有用性の程度
にもとめていた。
このようにベイヤーが概念の機能一概念が社会の事
実を記述し分析する有用な道具となることーを強調し
ているのは，彼が社会科の究極的な目標を「個人的・
社会的な問題，出来事，現象について分析的に思考す
る技能やその過程を教授すること」（③> p.v) である
と考えているからである。
他方，ペイヤーが提示している概念形成の方法は，
概念の性質に基づいて導出されたもので，上述したよ
うな概念を道具として使用する側面 は明示的に示され
ていない。
しかしながら，彼が提示している，概念形成を行う
社会科授業 の教授方略には，概念を道具として使用す
る方略が含まれている。その方略は，「概念の妥当性
の吟味」や「概念と経験との接続」を保証するために
設定されたものであるが，それを彼のいう社会科の究
極的目標に照らして解釈することも可能である。つま
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り，その教授方略を，上述した概念の機能を手がかり
にして，社会の事実を記述し分析する思考の方法や技
能の育成という視点から解釈することも可能である。
以下では，ペイヤーが提出している教授方略のなか
から，概念を道具として使用する方略を抽出し，それ
が社会の事実を記述し分析する思考の方法や技能を育
成する上でどのような意味をもっものであるかを検討
していく。
Ⅲ　概念形成を行う社会科授業の教授方略
ベイヤーは，概念形成を行う社会科授業 の教授方略
には次の２つのアプロ ーチがある という （ ③，ｐ.
195)。
剛　開かれた，機能的なアプローチ
（Ａｎ open, inductive approach)
（2） 閉じられた，より体系的なアプローチ
（Ａ closed, more structured approach)
（1）のアプローチは，概念の仮説的イメージを，子ど
もの経験から帰納的に設定させていくものである。
（2）のアプローチは，概念の仮説的イメージを，社会
科学者が提示している定義などから演繹的に設定させ
ていくものである。
ここでは，概念を道具として使用する教授方略が最
も頻繁にっかわれている, (2)のアプローチに基づく授
業－「役割」概念を形成する授業－ （③, pp.205  ―
208) を中心に検討していく。
１．概念を確定する段階
この段階では，まず教師によって『役割』という概
念の名辞が提示され，子どもは自分自身の経験に即し
て定義を提出するようにもとめられた。 彼らは，「役
割」を「ちょうど映画で役者が演じているように，あ
る人が生活 の中で演じている部分」と定義した。
次に，子どもは，「役割」の事例を提 出す るようも
とめられ，親，教師，社長，大統領，宇宙飛行士，と
いったものをあげた。
このように， この段階では，教師が概念の名辞を提
示し，子どもに経験に即してその定義や事例を提出さ
せることによって，これから形成される概念が確定さ
れている。
ここでは，概念を道具として使用する教授方略は特
にとられていないが，上述した教授方略によって，こ
れから形成される概念が，どのような社会の事実を記
述し分析するものかが確認されたといえよう。
２．概念の仮説的イメージを設定する段階
この段階では，まず，教師は，家族や近所の人（ト
ラックの運転手，弁護士，その地域の政党の指導者な
ど）に，次のような質問を行うよう指示をだした。
（1） どのようにしてあなたはその仕事についたか？
（2） あなたがその仕事につくためにもたなければな
らなかった資格は何か？
（3） あなたはその仕事で何をしているか？
（4） あなたがその仕事ですべきことを誰が決めてい
るか？
次に，教師は，子どもが調べてきた情報を問いの項
目ごとにリストアップさせ（表－２）， その各項目の
情報をその類似性にしたがって分類, 整理させた（表－
３）。そして，調べてきたそれぞれの情報に即して，
その項目間の関係が検討された。
最後に，教師は，このような調査およびその整理の
結果えられた「役割」概念のイメージを図に示すよう
指示し，子どもは，図一１のような概念の仮説的イメー
ジを提出した。
このように，この段階では，最終的に形成がめざき
れる概念から引き出される問いを提示し，その問いに
基づいて子どもの身近な事実を調ぺさせ，その情報を
整理させ構造化させることによって，概念の仮説的イ
メージを設定させている。
ここでとられている，概念から引き出される問いに
基づいて身近な事実を調べさせるという教授方略は，
現在形成している概念から社会の事実を分析するどの
ような問いが導き出されるかを確認させるものである，
といえよう。また，その問いに基づいて調べてきた情
報をリストアップさせ整理させ構遥ｲ匕させるという教
授方略は，ある事実（役割）が他の事実（役割）とど
のようにちがうかーつまり，その事実の意味－を確認
させるものである，といえよう５）。
３．概念の仮説的イメージを応用する段階
この段階では，まず，子どもの経験から引き出され
た役割の事例（兄弟姉妹，農場の手伝い，ベビーシッ
ター，新聞配達）がロールプレイされ，第２段階で使
用したのと同じ問いに基づいて，その事例について調
査，整理，構造化がなされた。
次に，教室に呼ばれた校長，守衛，バスの運転手に
ついて，また，教科書やI副読本に記述してある革命家
や大統領について，同様の学習がなされた。
このような学習の過程で，子どもは，第２段階で設
定した概念の仮説的イメージが妥当なものであるかど
うかの吟味を行った。
このように，この段階では，第２段階で設定された
概念の仮説的イメージを子ど･もの経験や教科書などか
ら引き出された概念の事例に応用することによって，
その妥当性を吟味させている。
ここでとられている，概念の仮説的イメージから導 ・
き出される問いを新たな事例に適用するという教授方
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１表一２　４つの問いに基づく情報の分類（１）
ど のようにして それを 獲得したか ？
努力 した　　　　 勧められ た
志 願した　　　　　 結婚
雇われた　　　　　 求婚した
任命 された　　　　 相続した
３，あな たは何を して いるか ？
法廷で議論 する　　 会社 を経営す る
赤ん坊 の世話　　　 調理する
書 く　　　　　　　 車を運転する
ものを売 る　　　　 建物を建てる
ものを修理 する　　 掃除する
ものを分類 する　　 機械を操縦す る
守 る　　　　　　　 他者 を管理，指揮 する
２。 何が資格だったか ？
経験
卒業証書
ライセ ンス
忍耐力
器用さ
教養があ ること
訓練
それを しようと望む こと
能力
見習い
４。 あなたがすることを誰が決 めるかか ？
自分自身
ほかのみんな
上 役
会社の方針
夫
政府
コ ーチ
表－３　４つの問いに基づく情報の分類（２）
１
どのよ うにして獲得されたか ？
選択 した
¬ 回「
願望
そ の仕事 につくことを志願し た
そ の仕事 につ くために努力し た
与え られた
‾‾‾働函 ‾これた
雇 われた
任命さ れた
相続し た
求婚さ れた
３，何をす るか
あることを し続 ける
匹
修理す る
守 る
赤ん坊 の世話を する
あることを する
‾調 理ず名‾‾
車を運転 する
ものを売 る
調査す る
建物を建て る
法廷で議論 する
書く
機械を操縦す る
分類する
経営する
‾亞ﾓ匠‾を経営す る
他者を管理，指揮 する
管理者
労働組 合
家族
法律
私が仕えて いる人々
習慣
２。 資格 は ？
資質
訓練
‾ 卒業証書
見習い
ライセ ンス
特徴
‾ 器用さ
教 養があること
忍耐力
それを しようと望むこと
独創力
経験
-
４，誰が 決めるか ？
本人
‾私 自身
上 役
‾管 理者
コーチ
外 部の人 間
ほかのみんな
政策／法律
‾会社 ‾
政府
労働組合
身内
‾天
家 族
一 殿 一
図一１　 匚役割」概念の仮説的イメージ
略 は，その問いが社会の事実を分析する上で有用なも
のかどうかを検討 させるものである，といえよう。ま
’だ，ここでも，調べた情報を整理させ構造化させると
いう教授方略がとられているが，それは事実の意味を
確認させるものであるといえよう。
４，概念のイメージを修正する段階
この授業では，第３段階の検討において，当初に設
定された概念の仮説的イメージは妥当なものであるこ
とが確認された。したがって，第４段階以下の検討は
なされていない。
しかしながら，もし当初の仮説的イメージでは説明
できない概念の事例が発見されたならば,･その事例を
も説明できるように概念のイメージを修正させなけれ
ばならない。それは，その事例に次のように問いかけ
させることによって行われる6）。
（1） その事例に，（概念の仮説的 イメージを構成す
る）どの属性にあたるものを見いだしたか ？
（2） その事例に，（概念の仮説的イメージを構成す
る）どの属性にあたるものを見いだせなかったか？
（3） その事例に，（概念の仮説的イメージを構成 す
る）どの属性にもあたらないものを見いだせたか？
このような問いに答えることによって，新･しい属性
が付け加えられたり，従来の属性が変更あるいは削除
されたならば，その属性間の関係も再検討されること
になる。
ここでは，概念を道具として使用する教授方略は特
にとられていないが，上述した教授方略によって概念
の仮説的イメージが修正されれば，それから導き出さ
れる問いにも変更がくわえられることになる。
第５段階では，概念の修正されたイメージから引き
出される問いに基づいて事例の調査がなされるが，そ
れを行うためには，この段階で新しい問いを確認して
おくことが必要であろう。
５．概念の新しいイメージを応用し，修正する段階
この段階では，上述した第３段階および第４段階と
同じ教授方略がとられることにより，概念の新しいイ
メージの妥当性が吟味され，それが修正される。
したがって，この段階でも，第３・４段階と同じよ
うにして，社会の事実を記述し分析する思考の方法や
技能の育成を行うことが可能である。
IV　 概念形成を行う社会科の授業構成
Ⅲにおいて，概念の機能を手がかりにして教授方略
を検討することによって，概念形成過程の各段階でど
のように社会の事実を記述し分析する思考の方法や技
能の育成ができるかを明確にした。この考察結果に基
づいて，概念形成過程を書きなおすと，次のようにな
ろう。
剛 ’その概念を使用してどのような社会の事実を記
述し分析するかを明確にする。
（2尸 イメージされた概念を使用して，社会の事実を
記述し分析するどのような問いが導出できるか確
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認する。 また，その問いを使用して社会の事実を
調査し， その情報を整理することにより，その事
実に意味を与える。　｡
(3) ' (2) 'で導出し，使用した問いが社会の事実を記
述し分析する上で有用であったかを検討する。
(4)' 問いが有用でなかったならば，概念のイメージ
を修正し，そこから導出される新たな問いを確認
する。
(5) 1新しい問いを使用して社会の事実を調査し，そ
の情報を整理することにより，その事実に意味を
与える。また，新しい問いが有用でなかったなら
ば，概念のイメージを修正し，そこから導出され
る問いを確認する。
概念形成を行う社会科授業で概念の習得( 成長) と
社会の事実を記述し分析する思考の方法や技能の育成
を同時に行うには, n-3 で指摘した(1)～(5)の過程と
田' ～(5) 'の過程とを並行的にすすめるように授業を
構成することが必要であろう。
Ｖ　 おわりに
本小論では，社会の事実を記述し分析する思考の方
法や技能の育成という視点から，ベイヤーが提示して
いる，概念形成を行う社会科授業の構成方法や教授方
略を再構成した。 このような視点は，筆者が恣意的に
設定したものではなく，ベイヤーの考えている社会科
教育の究極的目標や社会科における概念形成の意義か
ら導出したものである。
従来，いわゆる 厂アメリカ新社会科」の理論や実践
は，知識の習得（成長）という視点から分析されてき
たが，本小論で示したような思考の育成という視点か
らも分析できるのではないか。また，そのように分析
すぺきではないか。なぜなら，子どもが社会の事実を
・よりよく記述し分析できるようになるためには，知識
を習得させるだけでなく，それを道具として使用する
方法を修得させることも不可欠だからである7）。
〈註〉
１）森分孝治「現代社会科授業理論」明治図書, 1984,
pp.153 ―158
2 ）そのような授業 の代表的事例として，教育科学研
究会社会部会で開発された小学校 ４年 自然地理
「川の授業」がある（「小学校社会科 の授業」国土
社,1966, pp.97 ―121)。
3)  1980年代以降， ベイヤーは思考技能の直接教授を
強く主張するようになる（④，⑤，⑥）。 しかし，
そこで概念形成にかかわる思考技能とされている
ものは，知識（概念）を成長させるための技能に
限定されている（⑤, p.27) 。
4)  1970年代のベイヤーの所論を取り上げた先行研究
には次の論文がある。
・今谷順重「社会科における概念的探究の育成過
程－ＴＡＢＡ社会科におけるカリキュラムの構造－」
『広島大学大学院教育学研究科博士課程論文集』
第１巻, 1975.
・今谷順重「概念的探究法にもとづく新しい単元
構成 のあり方 －ＴＡＢＡ社会 科 におけ るIdea-
Oriented Unit ― 『島根大学教育学部紀要（教育
科学）』第９巻, 1975.
・児玉康弘「探求の論理に基づく社会科教授方略－
B.  K. ベイヤーの場合一」日本社会科教育研究
会『社会科研究』第a1号, 1983.
5 ）例えば，ある役割は自ら選択することによって獲
得されたものであるのに対して，別の役割は任命
など他者からの命令によって獲得されたものであ
ることが確認できよう。
６） この問いは，ベイヤーが提示している 厂景観」概
念を形成する授業（③, pp.195-205) の第４段
階で使用されていた問いを一般化したものである。
７）ベイヤーの言葉を借りていえば，「知識（概念）
は学習の目的であるとともに学習の手段である」
（③, p.214)｡
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